
































































































































































































































































































































































































叫 、こ、ヽ・一一ノ 浮舶 腫 脹
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l胡F　3・晦　二町野　む月島　共役
線
以上記越した地方病性投信限局性浮腫の臨∴
床所見及び観察より放括し考按す声に、
、最初笹蓮ィた様に雷魚は佐賀平野「帯革盛
んに繁殖し生存するため戦後2乃至3年間は
慮地の人々は好んでをの魚肉を蛋白資源の格
好の補給魚類として樺取或は常食したのであ
るoために雷魚生食彼の皮膚顎口虫症時各毎
に多賛し、常師は初め診断に額L治療に常惑
したのであるo
翻って、事柄發病と密切な関係を有する雷
魚肉内の有珠顎口虫倍速を絵素せるに前述の
如く、零点の生存場所史は捕獲地の異なるた
伐り本件虫の感染濃度はそれ等雷魚によ針相
皆の差異（第一義〕が關められた。
反之、本症患者は雷魚の生存せる何れの地
膚にも相常濃厚に發生して居るo然るに鹿島．′
柏尾の雷魚には．本件虫を著者は未だ蔑見出
来ないが．この地方にも皮膚顎口虫症と診蘭
書るべき雷卑生食後に超る皮嘩喝脹忠孝が相
†
「S01－Stibo・an」は2例に使用し、平均2．75％
艶こ一
の血液エオジノフィリーの減少を衆たしたが、
使用後2ケ月日に1例は再發（最初は左側腹
部の炎症性睦脹で再發は右足背から下腿にか
けた發赤せる腫脹）し．他は未だ（2ケ月後）
再發を見ないが市費は必至と思は咋るo
以上の治療境韓よりすれば、本症殊に顎口
虫仔虫を中心とした皮膚腫駐に特効的に作用
する薬剤はなく、たゞ一時的効果或は封症的．
1
効果しか期待することは出来ないo
但し故に特記したいこ阜は、「アンチモン、
コロイド」の使月ヨ例の内一時的効果を認めた
3例は、年別こ炎症症状の強い症例であ針．一
方無効例の内2例は初めから炎症症状の全く
ない浮腫を主とL孝麻疹を合併してゐた症例
であり、「アンチモン、コロイド」の注射期
′間中も重く攣りなく卒然と浮腫を釆たし再發
までの間敬糊を延長或は短縮することも出来
なかったのであるo
括
常に多い（焉虞第ⅠⅠ例も然り）。・
勿論交通其他の関係で鹿島地置住民も、東
部の仔虫感染度の高い雷魚生存地置と培切に
関係があり、必ずしも仔虫のなや雷魚肉のみ
む輯執したとは速断出来ないo何れにしても
本症は雷魚生育地の何虚にも万過なく發生し
たことは事茸であるo
詑で限局性の皮膚腫脹は全部皮下に顎口虫
仔虫を持って居るものか否か、本症の臨床的
観察徳最もヰ切なことであるo
本症の臨帝的観察を綜合して見ると、重大
なる専葺に遭遇するo即ち一方には確茸忙皮
下忙顎口虫が寄生して居て草生したと思はれ▼
る炎症性充茸性のものがあり、　他方に旺
Quin止¢が頭初記述せる如き桑軟性の非炎症
症例の浮腫が文相常多数發兎される事茸であ
るo個加ふる忙一度皮膚顎口虫症（炎症性充
t
茸性）に罷患したものが．其の経過中或は或
時期に他の免田薪（喝．・嘩．かき琴）を嘩取
50O 納　　　　　　　　宮
する毎に所謂鑑簡捷脆（この場合は多くは非
炎症性）の坪發を見る慮背が相普忙あゎ、叉
木症と合併して、－或は前施し七多数に蕃麻疹
を併發することも亦見逃がせない事茸である。
更にその血液像を見阜に前旨巳の炎症性充茸
性皮膚腫脹忙比し、浮腫性腫脹庖主とする患
者は、全身血液エオ．ジノフィリーがはるかに
低く．、何局所血液に於ても同様の事茸があ卓．
叉賛助篇に詳細に後述する如く組織畢的にも、
炎症鹿皮膚腫脹の高度の組織エオジノフィサ
ーが認められるのに比し、臨床的に浮腫状の
ものには．全く細緻工耳ジノフィリーが認め
られサト粗描の浮腫像のみが認められるだけ．
である。
更に治療の方面から見るに「アンチモンT
コ■ロイド」「スパーニン」等の一時的忙＿奏効
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する症例と重く無効の症例があり、無効の場
合の多くのものは浮腫性腫痕と葛藤疹を主症
状として居るものである。
以上の臨床上の詳細なる観察を基礎に佐賀
地方に頻發する本症病群を鑑別するに．確か
に二種類のものが相錯雑して發生しつ1ある
もpとしたい。　　　　　　　　　、
即ち第一型としては．有碑顎口虫仔虫を中
心とした炎症性の皮膚腫脹であゎ、第ⅠⅠ型は
無炎症性の浮腫申それであるo
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寧皐第l　額面浮腫
本患者は胃魚生食後転々と移動する限局性皮膚腫
脹み宋たす。さ最近では、飲食ヽ魚肉刺身等の摂取
が再発の誘因となって、．好んで顔間の浮腰毎宋た
す○
写真第Ⅰ　石塀部皮膚腫脹
軽藍の囁控あり、発赤毎ともなひ、
硬く牽状硬綽が触れるo
写真第皿
左側胸部充栗性皮膚皮下鹿隈l・：
発赤毎伴ひ、疎．く軽い囁みね訴へる。
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